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の住んでいる東由利では、四季を通してたく

さんの地域行事が行われています。今年の

ゴールデンウィークには、４年ぶりに黄桜マラソン

が開催されました。私はボランティアとして、参加

者に受付を呼びかけました。その日はあいにくの天

気でしたが、思った以上に参加者がいて、また地域

の人だけでなく県外からの参加者も多く驚きまし

た。いろいろな人が東由利のイベントを知ってくれ

ていて嬉しかったです。

　また、参加した方が「東由利の美しい春の訪れを

感じながら走ることができた」と言っているのを聞

いて、さらに嬉しくなりました。

　これからもたくさんの人に東由利の美しい自然を

楽しんでもらえるように、地域行事に貢献したいと

思います。

が西目で好きだと思うところは、地域の人がい

つも元気に「いってらっしゃい」「おかえり」な

どの言葉を言ってくれるところです。あいさつと一緒

に「がんばって」と励ましの言葉をかけてくれること

もあり、朝からとても元気をもらいます。それに、い

つも私たちを見守ってくれています。

　ある雨の日、シーガルに見学に行ったとき、びしょ

びしょになってしまった私たちを見て、シーガルの

方々がバスで学校まで送ってくれました。みんなでお

礼を言ったら「いいえ。どうぞ気を付けて帰ってくだ

さい」と言ってくれてとってもうれしかったです。私

は「こんな優しい人になりたい」と思いました。

　西目に暮らしていると、私はいろんな人から支えら

れているなあと感じます。思いやりや優しさのあふれ

るこの地域が私の自慢です。小学生の私も、自分から

進んであいさつしたいです。そして、大人になったら、

みんなで支え合う地域を作りたいと思います。
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５日

１３日

１９日

２４日

３日

５日

１０日

１６日

９日

１０日

１２日

１４日

民生児童委員協議会総会

東北市議会議長会定期総会（仙台市）～１４日

秋田由利牛振興協議会総会

由利本荘市地域農業再生協議会総会

丸亀お城まつり（香川県）

佐久鯉まつり開会式（長野県）

地域高規格道路本荘・大曲道路整備促進期成同盟会通常総会

東北日本海沿岸市町村議会協議会総会

本荘地域町内会長協議会定期総会

東京地区大内会定期総会（東京都）

市と市議会との合同要望（県内）

全国市議会議長会定期総会（東京都）

議長公務（主なもの）議長公務（主なもの）

議会日誌議会日誌
 ４日

１１日

２０日

２５日

１８日

１９日

２６日

１日

５日

６日

９日

１３日

１６日

２３日

３０日

４月

５月

６月

４月

５月

６月

議会報編集特別委員会

議会報編集特別委員会

「市民と語る会」全体会

議会運営委員会

当局との連絡会議

沖縄県うるま市議会行政視察来訪

議会運営委員会　　　　

本会議（開会）

本会議（一般質問）１日・２日・５日

議会運営委員会

会派代表者会議

委員会（議案審査）～８日

森林・林業・林産業活性化推進議員連盟研修会

「市民と語る会」実行委員会

本会議（閉会）

議会運営委員会

会派代表者会議

議会報編集特別委員会

議会運営委員会

６
月

定

例

会

（４／１～６／３０）

議会だよりをちいき本棚で！ 
由利本荘市議会だよりは、過去のものを含め、

「SideBooks」のちいき本棚でご覧いただけます。

 https://cccc.backshelf.jp/

市議会カレンダー
● ９月定例会の予定 ●

８／１３１４ １９

２０ ２５２１ ２７２６

２７ ２８

４

２３１ ９／１３０

２６

１７ １８ ２０ ２１ ２３

９

１０

３

１４ １６１５

月 火 水 木 金 土

本会議
（開会）

議会の予定は変更になる場合があります。
詳細は議会事務局までお問い合わせください。（ＴＥＬ２４－６３８６）

日

１７１６１５

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

５ ６ ７ ８

１８

　８月１８日（金）
正午までに受理する
請願・陳情を審議
する予定です

常任委員会
決算審査
特別委員会

決算審査
特別委員会

１９

２９

常任委員会
決算審査
特別委員会

本会議
（閉会）

２２

１１
常任委員会
決算審査
特別委員会

１２

本会議
（一般質問）
決算審査
特別委員会

　６月定例会が、令和５年５月２６日から６月１３日までの１９日間の日程で開催され、専決処分報告９件、
人事案件３０件、条例関係２件、契約案件６件、その他２件、補正予算案１１件の市提出案件６０件すべて
が、原案のとおり可決されました。
　また、請願１件は採択、陳情３件のうち、１件は継続審査、２件は不採択とされました。
　委員会発案１件についても原案のとおり可決されました。

６月定例会

議案の中からピックアップ

災害対応特殊救急自動車の
購入契約を締結

問 　災害対応特殊救急自動車とはどのようなも

のか。

答 　災害時の緊急救助に対応できる設備を備え
た救急自動車である。市内には他に鳥海、西目
に各１台配備されている。

　災害対応特殊救急自動車を東由利救急に配備

します。 総

デジタル田園都市国家構想
交付金事業を推進

問 　どのような事業が展開されるのか。

答 　「移動市役所推進事業」「マイナンバーカー
ド図書館利用事業」「書かないワンストップ窓
口導入事業」など５つの事業について、各事
業の所管課において事業展開を行っていく。
　「移動市役所」は５月よりサービスを開始し、
「マイナンバーカード図書館利用事業」につい
ては、７月からサービスを開始予定である。

　１億３２８２万円を歳入予算に計上し、デジタル
を活用した地域課題の解決や魅力向上に向けた
取り組みを進めます。 総

総 … 総務常任委員会 教 … 教育民生常任委員会 産 … 産業建設常任委員会

文中の記号は次のとおり所管委員会を表しているものです。

議長公務・交際費の詳細につきましては、市ホームページをご覧ください。

慶祝、協賛など

弔　　　事

４月 ５月 ６月

20,000円
（1件）

107,262円
（14件）

41,040円
（7件）

36,500円
（1件）

0円
（0件）

0円
（0件）

議長交際費議長交際費

保育対策総合支援事業

問 　実施施設と内容は。

答 　実施意向があったカトリックこども園に補助
する。
　園児の入退園時の非接触での確認や、各児
童の記録作成をサポートするシステムである。
１００万円の事業に国が５０万円、市が２５万
円の補助を行う。

　ＩＣＴ化推進事業において今年度実施意向の

こども園を補助します。 教

　本会議でどんなことがどのように話し合われてい

るのか、様々な手段で知ることができます。皆さ

んの暮らしに直結していることばかりです。

　ぜひご覧ください。

議会を見よう！知ろう！

▶ 次の定例会は８／２9～９／２２ ◀

★議会を傍聴！ライブで！
★会議録で読む

★ケーブルテレビで生中継

★由利本荘市議会YouTubeチャンネル
　でライブ配信

由利本荘市議会YouTube
チャンネルはこちら→

小型動力ポンプ付軽積載車の
購入契約を締結

問 　どこに配備されるのか。

答 　本荘分団第４部第４班（雪車町）、矢島分
団第５部第１班（新荘）、矢島分団第６部第１
班（川辺）、東由利分団第２部第１班（舘合）、
東由利分団第５部第３班（宿）に配備される。

　小型動力ポンプ付軽積載車５台を購入し、配備

します。 総

各班に配備される同型の小型動力ポンプ付軽積載車

災害対応特殊救急自動車の内部

決算審査
特別委員会

１３
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　本市の政務活動費は、会派や議員が行う調査研究などの活動に充てることができ、令和４年４月～令和５年３月

は月額１５,０００円を交付したもので、交付に当たっては収支報告書の提出が義務付けられています。

　※議会のホームページでも政務活動費の収支報告を掲載しています。

会派名・議員名

高

　
志

　
会

立
憲
民
主
・
き
ず
な

サ
キ
ホ
コ
レ

市
民
の
窓
口

日
本
共
産
党

公

　
明

　
党

立
憲
民
主
党

伊
藤
順
男
議
員

阿
部
十
全
議
員

合計

2,160,000

2,160,000

481,562

21,000

489,803

323,356

205,793

1,521,514

638,486

405,000

405,000

26,400

50,000

155,126

7,040

21,263

1,100

260,929

144,071

360,000

360,000

26,400

386,229

412,629

0

360,000

360,000

26,400

14,000

325,116

5,733

371,249

0

180,000

180,000

273,385

273,385

0

180,000

180,000

7,000

158,015

15,200

180,215

0

45,000

45,000

44,980

26,900

26,030

97,910

0

180,000

180,000

13,200

7,000

76,782

46,210

143,192

36,808

45,000

45,000

0

45,000

3,915,000

3,915,000

618,942

125,900

1,787,674

7,040

0

0

442,334

279,133

0

0

3,261,023

864,365

調査研究費

研修費

広報費

広聴費

要望・陳情活動費

会議費

資料作成費

資料購入費

人件費

事務所費

残　　額

計

計

収 

入

支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　出

由利本荘市政務活動費交付金の執行状況（令和４年４月～令和５年３月分） （単位：円）

※議員の辞任や会派の解散などにより、立憲民主・きずなへは3人×9カ月分（令和4年4月から令和4年12月分）、立憲民主党へは1人×3カ月
　分（令和5年1月から令和5年3月分）、阿部十全議員へは3カ月分（令和5年1月から令和5年3月分）の交付となっております。
※残額分は市に返還し、交付額を超える支出については、各会派および議員が負担しています。

交付金
(１人月額１５,０００円交付)

温泉施設等利用促進事業

問 　どのような内容か。

答

　日帰りの温泉利用者に、２００円のクーポン

券を配布します。 産

　電気料および燃料などの物価高騰により、
経営が圧迫されている温泉施設を支援するこ
とを目的として、日帰りの温泉利用者１人に
つき１枚２００円の共通クーポン券を配布し、
市内の温泉施設の利用促進を図る。
　市内１４の温泉施設を対象とし、クーポン
券は１４施設共通で、温泉のほかに食堂や売
店でも使用できる。１０万枚を配布し、事業
費計２１１８万１千円である。

政務活動費の収支を報告します

岩城総合交流ターミナル修繕

問 　修繕の内容は。

答 　経年劣化によって不具合が生じている加工
体験室空調機器、プレハブ冷蔵庫、エレベー
ター、ダムウェーター、コテージ屋根を修繕
する。修繕料は合計１０６４万６千円である。

　施設内の機器などを修繕します。 産

道の駅岩城に隣接する岩城総合交流ターミナル

大雨による災害復旧

問 　どのような災害か。

答 　２４時間雨量・最大９２ミリを記録した大雨
により、法面崩落や路肩崩落などの被害が生
じた計１７カ所の被災箇所を復旧する。
　重機借上料と原材料費合わせて１４１０万円
の復旧費用を計上し、公共土木施設災害復旧
事業債を活用する。
　（本荘地区：３カ所、矢島地区：１カ所、
岩城地区：２カ所、由利地区：４カ所、大内
地区：３カ所、東由利地区：１カ所、西目地区：
１カ所、鳥海地区：２カ所）

　５月６日からの大雨による被災箇所を復旧します。

産

本荘地区小屋川の法面崩落

　森林・林業・林産業活性化推進議員連盟では、本市における森林・林業・林産業政策の充実を求めるとともに、
林業を再生し新たな農山村のビジネスモデルとなることを目的に研修などを実施しています。
　今回の研修では、講師に秋田県森林組合連合会代表理事会長の佐藤重芳氏をお迎えし、「人と環境における森
林の価値　～山の循環を取り戻せ～」と題し、講話をいただきました。佐藤氏は長きにわたり林業に精通しておられ、
令和元年春には林業業界功労者として旭日中綬章を受章されました。
　佐藤氏の講話では、森林の自然のダムとしての役割や、CO₂の吸収力な
ど山の持つ多面的な機能についてお話しいただき、その機能を最大限に
活用しなければならないと結論づけました。また、令和元年度より施行さ
れた森林環境譲与税制度について、秋田県での見通しや活用についてもお
話しいただきました。
　本市は、面積の７５％を森林で占めており、今後どのようにして森林や森
林環境譲与税を活用していくべきか、深く考えさせられた研修となりました。

森林・林業・林産業活性化推進議員連盟森林・林業・林産業活性化推進議員連盟活動報告

令和５年６月９日

令和４年度

子育て応援券の実施

問 　申請や手続きは。

答 　４月１日現在、本市に在住する方に発送す
る予定。申請手続きは不要であり、課税・非
課税世帯を問わない。７月下旬より順次発送
する。

　１８才未満の子供に対して生活応援券を発行

します。 教

移動市役所事業

問 　目的や内容は。

答 　オンラインによる遠隔相談や証明書発行機
能などを搭載した車両を活用し、移動手段の
確保などが困難な市民の利便性を図る。
　訪問日程については、広報およびチラシで
周知している。

　国の補助事業を活用して移動市役所を稼働し

ます。 教

移動市役所で活用している車両



■教育委員会教育長（任期：３年）
秋山　正毅　氏（再任）矢島地域川辺

■教育委員会委員（任期：４年）

佐藤　美帆　氏（新任）由利地域東鮎川
■固定資産評価審査委員会委員（任期：３年）

澤田　宣夫　氏（再任）本荘地域石脇
斎藤　弘隆　氏（再任）本荘地域一番堰
遠藤　　晃　氏（新任）東由利地域法内

■小友財産区管理委員（任期：４年）

鈴木　久夫　氏（再任）万願寺
鈴木　政雄　氏（新任）万願寺
藤本　善宣　氏（新任）荒町
岡本　善広　氏（再任）二十六木
佐々木貞次　氏（新任）館前
嵯峨　義秀　氏（新任）金山
鎌田　栄一　氏（新任）南ノ股

■農業委員会委員（任期：３年）

佐々木純一　氏（再任）本荘地域赤田
板垣　利明　氏（新任）本荘地域滝ノ沢
菅原　文克　氏（再任）本荘地域大沢
冨樫　公一　氏（再任）本荘地域薬師堂
大瀧　浪雄　氏（再任）本荘地域芦川
畑山留美子　氏（再任）矢島地域七日町
佐藤　榮一　氏（新任）矢島地域新荘
豊島　靖喜　氏（新任）矢島地域元町
吉尾　麻美　氏（再任）岩城地域滝俣
佐藤　喜勝　氏（再任）岩城地域道川
巴　　　寛　氏（新任）由利地域町村
庄司　和夫　氏（再任）由利地域飯沢
伊藤　　剛　氏（再任）由利地域山本
伊藤　直子　氏（再任）大内地域岩谷町
佐々木　亨　氏（再任）大内地域加賀沢
佐々木　剛　氏（新任）大内地域小栗山
加藤　三敏　氏（再任）大内地域中俣
三浦　幸夫　氏（新任）大内地域大内三川
小野　晃一　氏（再任）東由利地域舘合
小松　　健　氏（再任）東由利地域老方
齋藤　　誠　氏（再任）西目地域西目
真坂　和都　氏（新任）鳥海地域猿倉
佐藤　源樹　氏（再任）鳥海地域上笹子
佐藤　　崇　氏（再任）鳥海地域栗沢
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一般質問とは、議員が行う市政全般についての質問です。

すべての質問項目は次のとおりです。（内容を掲載してい

る項目番号には、○をつけています。）一般質問一般質問
こ
こ
が

聞
き
た
い

7P 佐々木隆一（日本共産党）
１．核兵器廃絶へ向けて
２．地震対策は万全に
３．自衛官募集の名簿提供は中止すべき
４．障がい者６５才問題について要望・意見

などないか
５．国保の現況と財政状況などについて
６．高校生までの医療費助成のペナルティ廃止

について
７．教育振興について

4P 高橋信雄（高志会）
１．インフラ、特に橋の管理計画について
２．ＣＯ2削減の貢献策と規制について
３．投票率の向上と投票所の削減について
４．高齢者ふれあい安心電話の有料化について
５．高校生への行政参加と主権者教育につい

て、議会の取り組みから

5P 甫仮貴子（高志会）
１．スポーツ立市宣言のまちとして
２．公衆トイレの在り方について
３．介護・福祉の更なる充実を

5P 小松浩一（高志会）
１．本市におけるまちづくり構想について
２．プラスチック資源循環の取り組みについて
３．本市における敬老会の運営等について
４．現在及び今後の学校教育の諸課題について

6P 正木修一（サキホコレ）
１．本市が目指す地域計画について
２．由利本荘市ゼロカーボンシティの取り組み

について
３．津波災害警戒区域の指定について
４．敬老会の開催について
５．道の駅駐車場の安全管理について
６．教職員の長時間勤務の実態について
７．新型コロナウイルス５類感染症移行後の

対応について
８．部活動の地域移行について

6P 吉田朋子（高志会）
１．高齢化社会に向けて
２．パートナーシップ・ファミリーシップ制度導入
３．帯状疱疹ワクチン接種費助成
４．文化交流館カダーレ駐車場に防犯カメラ設置
５．ボートプラザアクアパル内にあるミュージ

アム等のリニューアル予定は

6月定例会6月定例会

高橋信雄
（高志会）

石
油
資
源
開
発
株
式
会
社
が
本

市
に
所
有
す
る
由
利
原
・
鮎
川

油
ガ
ス
田

を
利
用
し

た
Ｃ
Ｃ
Ｓ

事
業
に
つ

い
て
現
時

点
で
は
具

体
的
な
検

討
は
行
っ

て
い
な
い

と
伺
っ
て

い
る
。

答

健
全
性
調
査
で
老
朽
化
し
た
問

題
の
橋
は
い
く
つ
あ
る
か
。廃
止
、

建
て
替
え
、
使
用
中
止
、
撤
去
の
判
断

は
ど
の
よ
う
に
行
い
、
そ
の
手
順
は
。

市
が
管
理
す
る
９
０
１
の
橋
に

つ
い
て
国
交
省
策
定
の
「
道
路

橋
定
期
点
検
要
領
」
に
基
づ
き
点
検
を

実
施
、健
全
性
を
４
段
階
に
分
類
、「
健

全
」
な
橋
が
２
１
６
、「
予
防
保
全
段

階
」
の
橋
が
５
５
２
、
早
期
に
監
視
や

対
策
を
行
う
必
要
が
あ
る
「
早
期
措
置

段
階
」
の
橋
が
１
３
２
、
緊
急
に
通
行

止
め
な
ど
の
対
策
を
行
う
必
要
が
あ
る

「
緊
急
措
置
段
階
」の
橋
が
１
つ
で
あ
る
。

　「
早
期
措
置
段
階
」に
あ
る
橋
で
あ
っ

て
も
廃
止
、
撤
去
と
な
る
ケ
ー
ス
と
し

て
は
、
近
隣
に
迂
回
路
と
な
る
橋
が
あ

り
、
集
約
で
き
る
場
合
や
河
道
断
面
を

確
保
す
る
た
め
に
、
河
川
管
理
者
か
ら

撤
去
を
命
じ
ら
れ
る
場
合
な
ど
が
あ
る
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
廃
止
、
撤
去
が
決
定

し
た
橋
は
１
つ
で
あ
る
。

問答 橋
の
管
理
計
画
は

Ｃ
Ｃ
Ｓ
事
業
へ
の
ガ
ス
田
利
用

は
。

問

7P 大友孝徳（市民の窓口）
１．公共交通の現状分析と本市の未来像

２．本市でも「かわまちづくり」を

３．クラウドファンディング型ふるさと納税で

市民の願いをかなえましょう

8P 阿部十全（無所属）
１．鳥海山 木のおもちゃ館について

２．風力発電について

8P 小川幾代（立憲民主党）
１．フィルムコミッション事業実施の必要性に

ついて

２．アウトソーシングの今後について

３．通学時の安全確保とバス運賃補助について

４．投票所までの移動手段と投票用紙記入方

法の検討について

５．投票日の投票時間短縮について

C
O
削
減
の
C
C
S

　
　（
地
下
地
層
貯
留
）
は

2

人　事　案　件

◆鳥海ダム建設事業に伴う市道百宅線付替工事
　委託契約（５号橋下部工）の締結
　契約金額：１億８７７５万５７００円
　契約の相手方：国土交通省　東北地方整備局長　山本巧
◆新山小学校改築機械設備工事（第Ⅱ期）請負契約の締結
　契約金額：２億７２２５万円
　契約の相手方：三共施設・山二施設特定建設工事共同企業体
◆新山小学校改築電気設備工事（第Ⅱ期）請負契約の締結
　契約金額：１億７９３０万円
　契約の相手方：本荘電気・仁賀保電機特定建設工事共同企業体

契約案件（主なもの）

不 採 択

○陳情第７号
　庁舎内における職員への政党機関紙の勧誘・配達・集金を
　自粛するよう由利本荘市に対応を求める陳情

小池　恵
○陳情第９号
　適格請求書等保存方式（インボイス制度）の延期・見直し
　を国に求める意見書提出についての陳情

インボイス制度を考えるフリーランスの会　代表　阿部　伸

継続審査

○陳情第８号
　動物の愛護及び管理に関する法律の目的実現のため、猫
　の不妊去勢手術費用の一部を補助する制度設立を由利本荘
　市に求める陳情

市民が飼い主のいない猫を増やさない努力をする会　齊藤　良子

採　　択

○請願第２号
　地方財政の充実・強化を求める意見書提出についての請願

連合秋田本荘地域協議会　議長　佐藤　武彦
紹介議員　小川　幾代

請願・陳情結果

●委員会発案第３号
　地方財政の充実・強化を求める意見書の提出について

委 員 会 発 案

●由利本荘市岩城教育文化等人材育成基金
　条例の制定について
●由利本荘市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を
　改正する条例案

条　例　関　係

可決

可決

可決

意見書
提出

衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣
総務大臣　財務大臣　厚生労働大臣
農林水産大臣　国土交通大臣　デジタル大臣
内閣府特命担当大臣（少子化対策  男女共同参画）

※陳情第9号：適格請求書等保存方式（インボイス制度）の延期・見直しを国に求める意見書提出についての陳情
※伊藤順男議長は、採決に加わりません。　※採決で賛否が分かれた案件を掲載しています。　※共産党：日本共産党　立民党：立憲民主党

議案表決結果一覧表議案表決結果一覧表
共
産
党

公
明
党

立
民
党

無
所
属

無
所
属

表
決
数

議

　決

　結

　果

高　志　会 市民の窓口サキホコレ
会派・
議員名

案件名

不採択

反

　
　
　対

賛

　
　
　成

伊
藤

　順
男

阿
部

　十
全

小
川

　幾
代

佐
藤

　正
人

佐
々
木
隆
一

松
本

　
　学

大
友

　孝
徳

正
木

　修
一

三
浦

　
　晃

渡
部

　聖
一

髙
橋

　和
子

佐
藤

　義
之

佐
藤

　健
司

高
橋

　信
雄

堀
井
新
太
郎

甫
仮

　貴
子

三
浦

　秀
雄

泉
谷

　赳
馬

小
松

　浩
一

吉
田

　朋
子

長
沼

　久
利

－×○×○○○××××××××××××××陳情第９号 １６４

○：賛成　×：反対　欠：欠席

同意

６月定例会では、
９人の議員が質問に立ちました。
本定例会よりYouTube配信をはじめました。
QRコードよりご覧になれます。
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ここが聞きたい
一 般 質 問
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ここが聞きたい
一 般 質 問

多
く
の
人
が
出
入
り
す
る
環
境

下
に
あ
る
統
合
小
学
校
学
校
施

設
設
備
に
お
い
て
の
、
安
全
対
策
は
。

実
施
設
計
に
お
い
て
は
、
外
部

か
ら
校
地
内
へ
の
不
法
な
侵
入

を
防
ぐ
た
め
の
フ
ェ
ン
ス
や
、
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
な
ど
、
防
犯
対
策
を
講
じ

る
と
と
も
に
、
校
地
内
を
歩
行
エ
リ
ア

と
車
道
エ
リ
ア
に
区
分
け
す
る
な
ど
、

児
童
の
安
全
を
最
優
先
に
検
討
し
て
い

る
。 問 問答 本

荘
東
中
学
校
区

　
　
　
　
　
　統
合
小
学
校

次
年
度
以
降
、
補
助
金
に
つ
い

て
は
、
開
催
す
る
自
治
会
に
お

け
る
柔
軟
な
活
用
方
法
を
考
え
て
い
な

い
か
。

今
年
は
敬
老
会
開
催
に
は
２
千

円
、
記
念
品
配
布
な
ど
に
は
千

円
を
支
援
す
る
制
度
と
し
て
い
る
が
、

次
年
度
は
今
年
開
催
さ
れ
た
自
治
会
の

ご
意
見
も
伺
い
な
が
ら
、
検
討
し
て
い

き
た
い
。

問答 今
後
の
敬
老
会
の
運
営
は

以
前
の
火
災
事
故
を
踏
ま
え
更

新
事
業
の
土
地
利
用
の
契
約
に

火
災
事
故
の
対
策
の
項
目
を
入
れ
る
べ

き
だ
。

火
災
が
契
約
対
象
地
の
範
囲
に

影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。

　
土
地
所
有
者
で
あ
る
市
と
し
て
は
、

そ
の
対
応
な
ど
に
関
す
る
責
務
を
契
約

に
入
れ
る
事
は
現
実
的
で
は
な
い
と
考

え
る
。

問答

（
仮
称
）
笹
森
山
風
力
発
電
事

業
が
水
源
涵
養
地
に
計
画
さ
れ

て
お
り
、
降
雨
時
の
土
砂
災
害
、
水
質

変
化
の
影
響
な
ど
を
未
然
に
防
ぐ
必
要

が
あ
る
の
で
は
。

防
災
計
画
概
要
書
や
河
川
協
議

関
係
調
書
な
ど
に
よ
り
十
分
な

対
策
が
講
じ
ら
れ
る
。

　
市
と
し
て
も
関
係
法
令
に
基
づ
き
適

切
に
事
業
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
注
視

し
て
い
く
。

問答 風
力
発
電
に
つ
い
て

大
鍬
町
で
発
生
し
た
豪
雨
災
害

の
要
因
把
握
調
査
は
ど
の
よ
う

な
結
果
で
、
ど
の
よ
う
な
対
策
が
講
じ

ら
れ
る
の
か
。

昨
年
度
行
っ
た
要
因
把
握
の
結

果
、
本
荘
高
校
周
辺
の
山
林
か

ら
流
入
す
る
雨
水
が
主
な
要
因
で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
た
。

　
雨
水
の
溜
め
池
で
あ
る
「
中
堤
」
に

調
整
池
の
機
能
を
も
た
せ
る
た
め
の
ゲ

ー
ト
を
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
貯
水
量
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、

被
害
の
軽
減
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

い
る
。

問

答

大
鍬
町
内
で
の

　
　
　
　豪
雨
災
害
対
策
は

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
ま
ち
と
し
て

の
競
技
施
設
の
整
備
と
大
会
招

致
に
よ
る
関
係
人
口
の
増
加
は
。

令
和
４
年
度
の
市
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
場
利
用
者
は
１
万
９
７
２
６

人
。
大
会
誘
致
や
施
設
整
備
は
関
係
団

体
と
連
携
し
計
画
的
に
対
応
し
て
い
く
。

市
の
魅
力
を
発
信
し
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と

そ
の
環
境
の
充
実
に
努
め
る
。

問答

小
中
学
校
の
運
動
施
設
の
整
備

は
。

学
校
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
は

学
び
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
基

本
と
し
安
全
を
第
一
に
進
め
る
。
西
目

問答 ス
ポ
ー
ツ
立
市
宣
言
の

　
　
　
　
　
　ま
ち
と
し
て

小川幾代
（立憲民主党）

小
学
生
４
キ
ロ
、
中
学
生
６
キ

ロ
の
根
拠
は
。

「
義
務
教
育
諸
学
校
等
の
施
設

費
の
国
庫
負
担
等
に
関
す
る
法

律
施
行
令
」
に
定
め
ら
れ
、
国
の
支
援

を
得
て
、ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
や「
路

線
バ
ス
、
鉄
道
の
定
期
券
」
の
給
付
を

行
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
関
係
機
関
や
地
域
住
民
の

方
々
が
参
加
し
て
い
る
「
地
域
公
共
交

通
活
性
化
再
生
協
議
会
」
な
ど
か
ら
意

見
を
伺
い
、
地
域
の
実
情
に
沿
っ
た
通

学
の
在
り
方
を
検
討

す
る
。
児
童
生
徒
が

減
少
し
て
い
る
現
状

を
踏
ま
え
、
調
査
を

行
い
、
冬
季
期
間
を

は
じ
め
と
し
た
通
学

支
援
策
の
改
善
に
つ

な
げ
て
い
く
。

問答

投
票
用
紙
を
「
自
書
式
」
か
ら

「
記
号
式
」
へ
。

「
記
号
式
」
は
公
職
選
挙
法
の

規
定
に
よ
り
、
期
日
前
投
票
お

よ
び
不
在
者
投
票
で
は
使
用
出
来
な
い
。

　
期
日
前
投
票
お
よ
び
不
在
者
投
票
に

は
従
来
の「
自
書
式
」、当
日
投
票
は「
記

号
式
」
と
な
る
と
、
二
種
類
の
投
票
用

紙
が
必
要
に
な
り
投
開
票
作
業
や
経
費

の
面
で
課
題
が
あ
る
。

　
現
状
で
導
入
は
困
難
と
考
え
る
。

問答

「
代
理
投
票
」
の
認
知
度
向
上
を
。

市
広
報
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
周
知
し
て
い
た
が
、
さ
ら
に

詳
し
い
内
容
を
事
前
に
周
知
す
る
ほ
か
、

投
票
所
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ

ー
ド
を
利
用
す
る
な
ど
、
ど
な
た
に
も

わ
か
り
や
す
い
案
内
に
努
め
る
。

問答

遠
距
離
通
学
の
距
離
の

　
　
　
　
　
　
　見
直
し
を

公
衆
ト
イ
レ
の
維
持
管
理
・
安

全
対
策
・
利
便
性
の
向
上
は
。

屋
外
に
あ
る
公
衆
ト
イ
レ
の
数

は
１
３
５
。
指
定
管
理
や
業
者

委
託
で
維
持
管
理
を
し
て
い
る
。
多
目

的
ト
イ
レ
の
更
新
、
洋
式
化
な
ど
は
公

園
施
設
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
進
め

て
い
る
。
故
障
や
緊
急
時
の
連
絡
先
も

分
か
り
や
す
く
掲
示
し
て
い
く
。

問答 公
衆
ト
イ
レ
の
在
り
方

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
充

実
と
自
立
支
援
型
ケ
ア
会
議
の

推
進
を
。高齢

者
の
住
み
慣
れ
た
地
域
で

の
暮
ら
し
の
継
続
支
援
の
た
め

に
も
自
立
支
援
型
ケ
ア
会
議
は
非
常

に
有
用
。
よ
り
自
立
の
助
長
や
介
護

予
防
に
資
す
る
よ
う
実
施
し
て
い
く
。

問答

高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予

防
の
一
体
的
な
実
施
の
更
な
る

充
実
を
。後期

高
齢
者
１
人
あ
た
り
の
医

療
費
は
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、

今
後
も
フ
レ
イ
ル
予
防
、
重
症
化
予
防

に
着
目
し
た
事
業
を
実
施
し
て
い
く
。

問答 介
護
・
福
祉
の
更
な
る
充
実
を

阿部十全
（無所属）

イ
ベ
ン
ト
時
仮
設
テ
ン
ト
が
突

風
に
飛
ば
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
、

子
ど
も
連
れ
の
来
客
が
多
い
の
で
安
全

を
考
慮
し
た
施
設
の
設
置
は
。

国
登
録
有
形
文
化
財
で
「
景
観

を
阻
害
す
る
建
物
の
設
置
は
望

ま
し
く
な
い
」
と
の
考
え
方
が
示
さ
れ

て
お
り
、
イ
ベ
ン
ト
時
は
安
全
を
考
慮

し
た
仮
設
の
設
備
で
実
施
す
る
。

答問

屋
外
施
設
に
係
員
が
い
な
い
、

万
が
一
に
備
え
た
人
員
の
配
置

を
す
べ
き
と
思
う
が
。

屋
外
の
施
設
で
は
保
護
者
と
の

利
用
を
原
則
と
し
て
い
る
、
常

時
屋
外
施
設
な
ど
に
ス
タ
ッ
フ
を
配
置

す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　
指
定
管
理
者
に
は
開
園
前
、
閉
園
後

の
安
全
確
保
の
見
回
り
を
お
願
い
し
て

い
る
。

答 鳥
海
山 

木
の
お
も
ち
ゃ
館

　
　
　
　
　
　
　に
つ
い
て

移
動
困
難
者
の
対
応
は
。

実
施
し
て
い
る
無
料
送
迎
バ
ス

の
運
行
に
つ
い
て
は
運
行
路
線

の
変
更
や
範
囲
拡
大
を
検
討
し
、
移
動

期
日
前
投
票
所
に
つ
い
て
は
移
動
市
役

所
の
車
両
を
活
用
で
き
な
い
か
検
討
す

る
。 問答 投

票
行
動
の
環
境
整
備
を

甫仮貴子
（高志会）

小松浩一
（高志会）

中
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
つ
い
て
は
競
技

者
育
成
の
観
点
か
ら
も
多
面
的
に
中

体
連
と
も
協
議
し
て
い
く
。

腐食の進んだダグアウト
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ここが聞きたい
一 般 質 問

由利本荘市議会だより  令和５年／2023年8月1日発行

車寄せのチェーン

路面標示・横断歩道・駐車線は？

ここが聞きたい
一 般 質 問

7 由利本荘市議会だより  第73号（6月定例会）

正木修一
（サキホコレ）

地
域
計
画
の
話
し
合
い
が
、
地

域
農
業
者
協
議
会
で
始
ま
っ
た

が
、
市
と
し
て
優
先
的
に
取
り
組
む
事

項
は
。

計
画
策
定
に
向
け
て
、
地
域
農

業
者
協
議
会
を
設
置
し
「
将
来
、

地
域
の
農
地
を
誰
が
引
き
継
い
で
い
く

の
か
」
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
を
足

が
か
り
に
、
担
い
手
や
労
働
力
の
確
保
、

収
益
性
の
向
上
、
生
産
基
盤
の
整
備
な

ど
の
課
題
に
つ
い
て
、
各
地
域
の
実
情

に
合
わ
せ
、
そ
の
特
性
を
最
大
限
に
生

か
し
た
計
画
を
策
定
し
て
い
く
。

問答 本
市
の
目
指
す
地
域
計
画
は

お
お
う
ち
道
の
駅
、
駐
車
場
へ

の
進
入
案
内
板
や
路
面
標
示
・

横
断
歩
道
も
消
え
て
見
え
な
い
。
利
用

者
が
危
険
な
状
況
に
あ
る
が
、
現
状
を

把
握
し
て
い
る
の
か
。

県
の
管
理
区
域
が
大
部
分
で
あ

る
が
、
白
線
部
分
が
見
え
に
く

問答 道
の
駅
駐
車
場
安
全
管
理
は

文
科
省
で
は
、
学
校
現
場
で
求

め
ら
れ
て
い
た
対
策
を
、
段
階

的
に
緩
和
し
、
元
通
り
の
自
由
な
学
び

が
出
来
る
よ
う
に
と
し
て
い
る
。

　
学
校
で
の
コ
ロ
ナ
対
策
へ
の
指
導
状

況
は
。

市
内
小
中
学
校
に
お
い
て
、
国

か
ら
の
通
知
に
従
っ
て
感
染
症

対
策
も
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、
各
校
の

実
情
に
応
じ
た
感
染
対
策
を
講
じ
る
よ

う
指
示
し
て
い
る
。

　
児
童
生
徒
が
安
心
し
て
学
校
生
活
が

送
れ
る
よ
う
、
感
染
状
況
を
把
握
し
、

適
切
な
感
染
対
策
の
実
施
や
教
育
活
動

の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

問答 学
校
で
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

５
類
感
染
症
移
行
後
の
対
応
は

常
設
展
示
さ
れ
て
い
る
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
必

要
で
は
な
い
か
。

ボ
ー
ト
プ
ラ
ザ
ア
ク
ア
パ
ル
は
、

河
川
利
用
総
合
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
施
設
と
し
て
、
平
成
８
年
に
オ

ー
プ
ン
し
、
今
年
で
開
館
28
年
目
を

迎
え
た
。

　
大
規
模
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
計
画

は
な
い
が
、
小
規
模
に
随
時
展
示
品

の
入
れ
替
え
を
し
、
郷
土
学
習
の
場

と
し
て
の
資
料
の
充
実
を
図
っ
て
い

る
。 問答

が
継
続
し
て
い
る
状
況
で
は
な
く
、
指

定
管
理
業
務
に
大
き
な
影
響
が
な
い
こ

と
か
ら
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
必
要
な

い
と
考
え
て
い
る
。

長
期
化
、
高
齢
化
「
８
０
５
０

問
題
」
実
態
把
握
後
の
対
処
方

法
は
。

市
が
行
っ
て
い
る
高
齢
者
の
実

態
把
握
の
対
象
は
、
65
歳
以
上

で
構
成
さ
れ
て
い
る
世
帯
で
あ
る
、
基

本
的
に
は
「
８
０
５
０
世
帯
」
の
把
握

は
し
て
い
な
い
、
市
と
し
て
は
民
生
児

童
委
員
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
と
連

携
を
密
に
し
、「
８
０
５
０
問
題
」
に
繋

が
る
よ
う
な
世
帯
を
把
握
し
、
支
援
が

必
要
な
世
帯
へ
確
実
に
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
で
き
る
よ
う
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

問答

４
月
に
車
寄
せ
の
チ
ェ
ー
ン
の

破
損
が
確
認
さ
れ
、
原
因
は
特

定
さ
れ
て
い
な
い
。
悪
質
な
破
損
行
為

答 高
齢
化
社
会
に
向
け
て

駐
車
場
の
防
犯
対
策
と
し
て
の

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
す
べ
き
。

問 文
化
交
流
館
カ
ダ
ー
レ

駐
車
場
に
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

ア
ク
ア
パ
ル
内
の

　
　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
予
定
は

い
箇
所
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
県
・
市
で

も
確
認
し
て
い
る
。

　
市
管
理
区
分
も
含
め
て
、
県
と
早
期

の
対
応
に
向
け
て
協
議
し
、
安
全
な
利

用
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
適
切
に
管

理
し
て
い
く
。

佐々木隆一
（日本共産党）

国
が
自
衛
官
募
集
の
18
歳
・
22

歳
の
名
簿
提
供
を
迫
る
中
、
名

簿
提
供
し
た
市
区
町
村
が
６
割
を
超
え

る
。
こ
れ
に
対
し
て
各
地
で
「
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
侵
害
」
と
提
供
を
止
め
る
よ

う
住
民
運
動
が
広
が
っ
て
い
る
。

　
本
市
は
名
簿
を
提
供
し
て
い
る
よ
う

だ
が
市
民
か
ら
苦
情
、
意
見
な
ど
な
か

っ
た
か
。

　
自
衛
隊
へ
の
個
人
名
簿
提
供
は
止
め

る
べ
き
で
あ
る
。

自
衛
官
募
集
事
務
は
市
町
村
の

法
定
受
託
事
務
と
し
て
定
め
ら

れ
て
い
る
。

　
市
で
は
18
歳
に
な
ら
れ
る
方
の
「
住

所
・
氏
名
・
生
年
月
日
」
の
名
簿
を
紙

媒
体
に
よ
り
提
供
し
て
い
る
。
資
料
の

提
供
に
つ
い
て
は
、
住
民
基
本
台
帳
法

上
特
段
の
問
題
を
生
ず
る
も
の
で
は
な

い
事
が
通
知
さ
れ
て
い
る
。

　
市
民
か
ら
の
苦
情
、
意
見
な
ど
は
な

い
。 問答 自

衛
官
募
集
の
名
簿
提
供
は

　
　
　
　
　
　
中
止
す
べ
き

道
路
交
通
法
が
改
正
さ
れ
自
転

車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
努
力

義
務
と
な
っ
た
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
有
無

で
交
通
事
故
の
致
死
率
は
２
倍
以
上
と

の
調
査
結
果
が
あ
る
。

　
こ
の
機
会
に
希
望
す
る
全
生
徒
に
ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
補
助
を
検
討
さ
れ
な
い
か
。

小
学
校
２
校
と
中
学
校
全
校
で

自
転
車
通
学
を
許
可
さ
れ
た
児

童
生
徒
に
対
し
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
補
助

を
行
っ
て
い
る
。

　
児
童
生
徒
の
自
転
車
通
学
に
お
け
る

安
全
確
保
が
目
的
で
あ
る
た
め
、
生
徒

全
員
を
補
助
対
象
に
は
考
え
て
い
な
い
。

問答 通
学
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
補
助
を

　
　
全
生
徒
に
検
討
さ
れ
な
い
か

大友孝徳
（市民の窓口）

映
画
「THE FIRST
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」
聖
地
巡
礼
で
森
子
大

物
忌
神
社
に
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て

い
る
今
こ
そ
、
鳥
海
山
と
由
利
高
原
鉄

道
を
軸
と
し
た
観
光
誘
客
に
本
気
で
取

り
組
む
べ
き
で
は
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
な
ど
の
観
光
ニ

ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、
由
利
高

原
鉄
道
の
利
活
用
を
取
り
入
れ
た
観
光

振
興
を
推
進
す
る
。

問答

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
行
政
が

乗
客
１
人
あ
た
り
１
９
１
２
円

を
補
助
し
て
運
行
し
て
お
り
、
現
状
の

ま
ま
で
の
運
行
継
続
は
無
理
で
は
。

ご
指
摘
の
と
お
り
財
政
的
な
負

担
や
乗
車
率
を
見
る
と
永
続
的

な
運
行
は
難
し
い
た
め
、
住
民
ニ
ー
ズ

や
持
続
可
能
性
に
配
慮
し
た
、
新
し
い

交
通
モ
ー
ド
へ
の
変
換
を
検
討
す
る
。

問答

深
夜
の
救
急
搬
送
へ
の
付
き
添

い
者
が
タ
ク
シ
ー
を
呼
べ
ず
帰

宅
で
き
な
い
、
こ
ん
な
由
利
本
荘
市
で

良
い
の
か
。

深
夜
の
交
通
手
段
の
確
保
を
他

市
の
事
例
な
ど
を
含
め
調
査
研

究
す
る
。

問答

公
共
交
通
の
現
状
分
析
と

　
　
　
　
　
本
市
の
未
来
像

予
算
な
ど
の
都
合
で
実
現
で
き

て
い
な
い
事
業
に
つ
い
て
、
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る
さ
と

納
税
実
施
の
考
え
は
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型

ふ
る
さ
と
納
税
が
財
政
負
担
の

軽
減
に
つ
な
が
る
の
は
確
か
で
あ
り
、

よ
り
多
く
の
方
か
ら
応
援
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
本
市
に
適
し
た
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る
さ
と
納

税
の
実
施
を
目
指
し
、
検
討
を
進
め
る
。

問答 ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型

　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と
納
税
は

黒沢駅駅名標

吉田朋子
（高志会）
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ここが聞きたい
一 般 質 問
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車寄せのチェーン

路面標示・横断歩道・駐車線は？

ここが聞きたい
一 般 質 問

7 由利本荘市議会だより  第73号（6月定例会）

正木修一
（サキホコレ）

地
域
計
画
の
話
し
合
い
が
、
地

域
農
業
者
協
議
会
で
始
ま
っ
た

が
、
市
と
し
て
優
先
的
に
取
り
組
む
事

項
は
。

計
画
策
定
に
向
け
て
、
地
域
農

業
者
協
議
会
を
設
置
し
「
将
来
、

地
域
の
農
地
を
誰
が
引
き
継
い
で
い
く

の
か
」
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
を
足

が
か
り
に
、
担
い
手
や
労
働
力
の
確
保
、

収
益
性
の
向
上
、
生
産
基
盤
の
整
備
な

ど
の
課
題
に
つ
い
て
、
各
地
域
の
実
情

に
合
わ
せ
、
そ
の
特
性
を
最
大
限
に
生

か
し
た
計
画
を
策
定
し
て
い
く
。

問答 本
市
の
目
指
す
地
域
計
画
は

お
お
う
ち
道
の
駅
、
駐
車
場
へ

の
進
入
案
内
板
や
路
面
標
示
・

横
断
歩
道
も
消
え
て
見
え
な
い
。
利
用

者
が
危
険
な
状
況
に
あ
る
が
、
現
状
を

把
握
し
て
い
る
の
か
。

県
の
管
理
区
域
が
大
部
分
で
あ

る
が
、
白
線
部
分
が
見
え
に
く

問答 道
の
駅
駐
車
場
安
全
管
理
は

文
科
省
で
は
、
学
校
現
場
で
求

め
ら
れ
て
い
た
対
策
を
、
段
階

的
に
緩
和
し
、
元
通
り
の
自
由
な
学
び

が
出
来
る
よ
う
に
と
し
て
い
る
。

　
学
校
で
の
コ
ロ
ナ
対
策
へ
の
指
導
状

況
は
。

市
内
小
中
学
校
に
お
い
て
、
国

か
ら
の
通
知
に
従
っ
て
感
染
症

対
策
も
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、
各
校
の

実
情
に
応
じ
た
感
染
対
策
を
講
じ
る
よ

う
指
示
し
て
い
る
。

　
児
童
生
徒
が
安
心
し
て
学
校
生
活
が

送
れ
る
よ
う
、
感
染
状
況
を
把
握
し
、

適
切
な
感
染
対
策
の
実
施
や
教
育
活
動

の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

問答 学
校
で
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

５
類
感
染
症
移
行
後
の
対
応
は

常
設
展
示
さ
れ
て
い
る
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
必

要
で
は
な
い
か
。

ボ
ー
ト
プ
ラ
ザ
ア
ク
ア
パ
ル
は
、

河
川
利
用
総
合
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
施
設
と
し
て
、
平
成
８
年
に
オ

ー
プ
ン
し
、
今
年
で
開
館
28
年
目
を

迎
え
た
。

　
大
規
模
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
計
画

は
な
い
が
、
小
規
模
に
随
時
展
示
品

の
入
れ
替
え
を
し
、
郷
土
学
習
の
場

と
し
て
の
資
料
の
充
実
を
図
っ
て
い

る
。 問答

が
継
続
し
て
い
る
状
況
で
は
な
く
、
指

定
管
理
業
務
に
大
き
な
影
響
が
な
い
こ

と
か
ら
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
必
要
な

い
と
考
え
て
い
る
。

長
期
化
、
高
齢
化
「
８
０
５
０

問
題
」
実
態
把
握
後
の
対
処
方

法
は
。

市
が
行
っ
て
い
る
高
齢
者
の
実

態
把
握
の
対
象
は
、
65
歳
以
上

で
構
成
さ
れ
て
い
る
世
帯
で
あ
る
、
基

本
的
に
は
「
８
０
５
０
世
帯
」
の
把
握

は
し
て
い
な
い
、
市
と
し
て
は
民
生
児

童
委
員
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
と
連

携
を
密
に
し
、「
８
０
５
０
問
題
」
に
繋

が
る
よ
う
な
世
帯
を
把
握
し
、
支
援
が

必
要
な
世
帯
へ
確
実
に
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
で
き
る
よ
う
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

問答

４
月
に
車
寄
せ
の
チ
ェ
ー
ン
の

破
損
が
確
認
さ
れ
、
原
因
は
特

定
さ
れ
て
い
な
い
。
悪
質
な
破
損
行
為

答 高
齢
化
社
会
に
向
け
て

駐
車
場
の
防
犯
対
策
と
し
て
の

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
す
べ
き
。

問 文
化
交
流
館
カ
ダ
ー
レ

駐
車
場
に
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

ア
ク
ア
パ
ル
内
の

　
　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
予
定
は

い
箇
所
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
県
・
市
で

も
確
認
し
て
い
る
。

　
市
管
理
区
分
も
含
め
て
、
県
と
早
期

の
対
応
に
向
け
て
協
議
し
、
安
全
な
利

用
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
適
切
に
管

理
し
て
い
く
。

佐々木隆一
（日本共産党）

国
が
自
衛
官
募
集
の
18
歳
・
22

歳
の
名
簿
提
供
を
迫
る
中
、
名

簿
提
供
し
た
市
区
町
村
が
６
割
を
超
え

る
。
こ
れ
に
対
し
て
各
地
で
「
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
侵
害
」
と
提
供
を
止
め
る
よ

う
住
民
運
動
が
広
が
っ
て
い
る
。

　
本
市
は
名
簿
を
提
供
し
て
い
る
よ
う

だ
が
市
民
か
ら
苦
情
、
意
見
な
ど
な
か

っ
た
か
。

　
自
衛
隊
へ
の
個
人
名
簿
提
供
は
止
め

る
べ
き
で
あ
る
。

自
衛
官
募
集
事
務
は
市
町
村
の

法
定
受
託
事
務
と
し
て
定
め
ら

れ
て
い
る
。

　
市
で
は
18
歳
に
な
ら
れ
る
方
の
「
住

所
・
氏
名
・
生
年
月
日
」
の
名
簿
を
紙

媒
体
に
よ
り
提
供
し
て
い
る
。
資
料
の

提
供
に
つ
い
て
は
、
住
民
基
本
台
帳
法

上
特
段
の
問
題
を
生
ず
る
も
の
で
は
な

い
事
が
通
知
さ
れ
て
い
る
。

　
市
民
か
ら
の
苦
情
、
意
見
な
ど
は
な

い
。 問答 自

衛
官
募
集
の
名
簿
提
供
は

　
　
　
　
　
　
中
止
す
べ
き

道
路
交
通
法
が
改
正
さ
れ
自
転

車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
努
力

義
務
と
な
っ
た
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
有
無

で
交
通
事
故
の
致
死
率
は
２
倍
以
上
と

の
調
査
結
果
が
あ
る
。

　
こ
の
機
会
に
希
望
す
る
全
生
徒
に
ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
補
助
を
検
討
さ
れ
な
い
か
。

小
学
校
２
校
と
中
学
校
全
校
で

自
転
車
通
学
を
許
可
さ
れ
た
児

童
生
徒
に
対
し
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
補
助

を
行
っ
て
い
る
。

　
児
童
生
徒
の
自
転
車
通
学
に
お
け
る

安
全
確
保
が
目
的
で
あ
る
た
め
、
生
徒

全
員
を
補
助
対
象
に
は
考
え
て
い
な
い
。

問答 通
学
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
補
助
を

　
　
全
生
徒
に
検
討
さ
れ
な
い
か

大友孝徳
（市民の窓口）

映
画
「THE FIRST

 SLA
M

 
D

U
N

K

」
聖
地
巡
礼
で
森
子
大

物
忌
神
社
に
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て

い
る
今
こ
そ
、
鳥
海
山
と
由
利
高
原
鉄

道
を
軸
と
し
た
観
光
誘
客
に
本
気
で
取

り
組
む
べ
き
で
は
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
な
ど
の
観
光
ニ

ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、
由
利
高

原
鉄
道
の
利
活
用
を
取
り
入
れ
た
観
光

振
興
を
推
進
す
る
。

問答

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
行
政
が

乗
客
１
人
あ
た
り
１
９
１
２
円

を
補
助
し
て
運
行
し
て
お
り
、
現
状
の

ま
ま
で
の
運
行
継
続
は
無
理
で
は
。

ご
指
摘
の
と
お
り
財
政
的
な
負

担
や
乗
車
率
を
見
る
と
永
続
的

な
運
行
は
難
し
い
た
め
、
住
民
ニ
ー
ズ

や
持
続
可
能
性
に
配
慮
し
た
、
新
し
い

交
通
モ
ー
ド
へ
の
変
換
を
検
討
す
る
。

問答

深
夜
の
救
急
搬
送
へ
の
付
き
添

い
者
が
タ
ク
シ
ー
を
呼
べ
ず
帰

宅
で
き
な
い
、
こ
ん
な
由
利
本
荘
市
で

良
い
の
か
。

深
夜
の
交
通
手
段
の
確
保
を
他

市
の
事
例
な
ど
を
含
め
調
査
研

究
す
る
。

問答

公
共
交
通
の
現
状
分
析
と

　
　
　
　
　
本
市
の
未
来
像

予
算
な
ど
の
都
合
で
実
現
で
き

て
い
な
い
事
業
に
つ
い
て
、
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る
さ
と

納
税
実
施
の
考
え
は
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型

ふ
る
さ
と
納
税
が
財
政
負
担
の

軽
減
に
つ
な
が
る
の
は
確
か
で
あ
り
、

よ
り
多
く
の
方
か
ら
応
援
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
本
市
に
適
し
た
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る
さ
と
納

税
の
実
施
を
目
指
し
、
検
討
を
進
め
る
。

問答 ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型

　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と
納
税
は

黒沢駅駅名標

吉田朋子
（高志会）
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ここが聞きたい
一 般 質 問

由利本荘市議会だより  第73号（6月定例会） 由利本荘市議会だより  令和５年／2023年8月1日発行

ここが聞きたい
一 般 質 問

多
く
の
人
が
出
入
り
す
る
環
境

下
に
あ
る
統
合
小
学
校
学
校
施

設
設
備
に
お
い
て
の
、
安
全
対
策
は
。

実
施
設
計
に
お
い
て
は
、
外
部

か
ら
校
地
内
へ
の
不
法
な
侵
入

を
防
ぐ
た
め
の
フ
ェ
ン
ス
や
、
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
な
ど
、
防
犯
対
策
を
講
じ

る
と
と
も
に
、
校
地
内
を
歩
行
エ
リ
ア

と
車
道
エ
リ
ア
に
区
分
け
す
る
な
ど
、

児
童
の
安
全
を
最
優
先
に
検
討
し
て
い

る
。 問 問答 本

荘
東
中
学
校
区

　
　
　
　
　
　統
合
小
学
校

次
年
度
以
降
、
補
助
金
に
つ
い

て
は
、
開
催
す
る
自
治
会
に
お

け
る
柔
軟
な
活
用
方
法
を
考
え
て
い
な

い
か
。

今
年
は
敬
老
会
開
催
に
は
２
千

円
、
記
念
品
配
布
な
ど
に
は
千

円
を
支
援
す
る
制
度
と
し
て
い
る
が
、

次
年
度
は
今
年
開
催
さ
れ
た
自
治
会
の

ご
意
見
も
伺
い
な
が
ら
、
検
討
し
て
い

き
た
い
。

問答 今
後
の
敬
老
会
の
運
営
は

以
前
の
火
災
事
故
を
踏
ま
え
更

新
事
業
の
土
地
利
用
の
契
約
に

火
災
事
故
の
対
策
の
項
目
を
入
れ
る
べ

き
だ
。

火
災
が
契
約
対
象
地
の
範
囲
に

影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。

　
土
地
所
有
者
で
あ
る
市
と
し
て
は
、

そ
の
対
応
な
ど
に
関
す
る
責
務
を
契
約

に
入
れ
る
事
は
現
実
的
で
は
な
い
と
考

え
る
。

問答

（
仮
称
）
笹
森
山
風
力
発
電
事

業
が
水
源
涵
養
地
に
計
画
さ
れ

て
お
り
、
降
雨
時
の
土
砂
災
害
、
水
質

変
化
の
影
響
な
ど
を
未
然
に
防
ぐ
必
要

が
あ
る
の
で
は
。

防
災
計
画
概
要
書
や
河
川
協
議

関
係
調
書
な
ど
に
よ
り
十
分
な

対
策
が
講
じ
ら
れ
る
。

　
市
と
し
て
も
関
係
法
令
に
基
づ
き
適

切
に
事
業
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
注
視

し
て
い
く
。

問答 風
力
発
電
に
つ
い
て

大
鍬
町
で
発
生
し
た
豪
雨
災
害

の
要
因
把
握
調
査
は
ど
の
よ
う

な
結
果
で
、
ど
の
よ
う
な
対
策
が
講
じ

ら
れ
る
の
か
。

昨
年
度
行
っ
た
要
因
把
握
の
結

果
、
本
荘
高
校
周
辺
の
山
林
か

ら
流
入
す
る
雨
水
が
主
な
要
因
で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
た
。

　
雨
水
の
溜
め
池
で
あ
る
「
中
堤
」
に

調
整
池
の
機
能
を
も
た
せ
る
た
め
の
ゲ

ー
ト
を
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
貯
水
量
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、

被
害
の
軽
減
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

い
る
。

問

答

大
鍬
町
内
で
の

　
　
　
　豪
雨
災
害
対
策
は

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
ま
ち
と
し
て

の
競
技
施
設
の
整
備
と
大
会
招

致
に
よ
る
関
係
人
口
の
増
加
は
。

令
和
４
年
度
の
市
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
場
利
用
者
は
１
万
９
７
２
６

人
。
大
会
誘
致
や
施
設
整
備
は
関
係
団

体
と
連
携
し
計
画
的
に
対
応
し
て
い
く
。

市
の
魅
力
を
発
信
し
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と

そ
の
環
境
の
充
実
に
努
め
る
。

問答

小
中
学
校
の
運
動
施
設
の
整
備

は
。

学
校
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
は

学
び
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
基

本
と
し
安
全
を
第
一
に
進
め
る
。
西
目

問答 ス
ポ
ー
ツ
立
市
宣
言
の

　
　
　
　
　
　ま
ち
と
し
て

小川幾代
（立憲民主党）

小
学
生
４
キ
ロ
、
中
学
生
６
キ

ロ
の
根
拠
は
。

「
義
務
教
育
諸
学
校
等
の
施
設

費
の
国
庫
負
担
等
に
関
す
る
法

律
施
行
令
」
に
定
め
ら
れ
、
国
の
支
援

を
得
て
、ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
や「
路

線
バ
ス
、
鉄
道
の
定
期
券
」
の
給
付
を

行
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
関
係
機
関
や
地
域
住
民
の

方
々
が
参
加
し
て
い
る
「
地
域
公
共
交

通
活
性
化
再
生
協
議
会
」
な
ど
か
ら
意

見
を
伺
い
、
地
域
の
実
情
に
沿
っ
た
通

学
の
在
り
方
を
検
討

す
る
。
児
童
生
徒
が

減
少
し
て
い
る
現
状

を
踏
ま
え
、
調
査
を

行
い
、
冬
季
期
間
を

は
じ
め
と
し
た
通
学

支
援
策
の
改
善
に
つ

な
げ
て
い
く
。

問答

投
票
用
紙
を
「
自
書
式
」
か
ら

「
記
号
式
」
へ
。

「
記
号
式
」
は
公
職
選
挙
法
の

規
定
に
よ
り
、
期
日
前
投
票
お

よ
び
不
在
者
投
票
で
は
使
用
出
来
な
い
。

　
期
日
前
投
票
お
よ
び
不
在
者
投
票
に

は
従
来
の「
自
書
式
」、当
日
投
票
は「
記

号
式
」
と
な
る
と
、
二
種
類
の
投
票
用

紙
が
必
要
に
な
り
投
開
票
作
業
や
経
費

の
面
で
課
題
が
あ
る
。

　
現
状
で
導
入
は
困
難
と
考
え
る
。

問答

「
代
理
投
票
」
の
認
知
度
向
上
を
。

市
広
報
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
周
知
し
て
い
た
が
、
さ
ら
に

詳
し
い
内
容
を
事
前
に
周
知
す
る
ほ
か
、

投
票
所
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ

ー
ド
を
利
用
す
る
な
ど
、
ど
な
た
に
も

わ
か
り
や
す
い
案
内
に
努
め
る
。

問答

遠
距
離
通
学
の
距
離
の

　
　
　
　
　
　
　見
直
し
を

公
衆
ト
イ
レ
の
維
持
管
理
・
安

全
対
策
・
利
便
性
の
向
上
は
。

屋
外
に
あ
る
公
衆
ト
イ
レ
の
数

は
１
３
５
。
指
定
管
理
や
業
者

委
託
で
維
持
管
理
を
し
て
い
る
。
多
目

的
ト
イ
レ
の
更
新
、
洋
式
化
な
ど
は
公

園
施
設
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
進
め

て
い
る
。
故
障
や
緊
急
時
の
連
絡
先
も

分
か
り
や
す
く
掲
示
し
て
い
く
。

問答 公
衆
ト
イ
レ
の
在
り
方

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
充

実
と
自
立
支
援
型
ケ
ア
会
議
の

推
進
を
。高齢

者
の
住
み
慣
れ
た
地
域
で

の
暮
ら
し
の
継
続
支
援
の
た
め

に
も
自
立
支
援
型
ケ
ア
会
議
は
非
常

に
有
用
。
よ
り
自
立
の
助
長
や
介
護

予
防
に
資
す
る
よ
う
実
施
し
て
い
く
。

問答

高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予

防
の
一
体
的
な
実
施
の
更
な
る

充
実
を
。後期

高
齢
者
１
人
あ
た
り
の
医

療
費
は
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、

今
後
も
フ
レ
イ
ル
予
防
、
重
症
化
予
防

に
着
目
し
た
事
業
を
実
施
し
て
い
く
。

問答 介
護
・
福
祉
の
更
な
る
充
実
を

阿部十全
（無所属）

イ
ベ
ン
ト
時
仮
設
テ
ン
ト
が
突

風
に
飛
ば
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
、

子
ど
も
連
れ
の
来
客
が
多
い
の
で
安
全

を
考
慮
し
た
施
設
の
設
置
は
。

国
登
録
有
形
文
化
財
で
「
景
観

を
阻
害
す
る
建
物
の
設
置
は
望

ま
し
く
な
い
」
と
の
考
え
方
が
示
さ
れ

て
お
り
、
イ
ベ
ン
ト
時
は
安
全
を
考
慮

し
た
仮
設
の
設
備
で
実
施
す
る
。

答問

屋
外
施
設
に
係
員
が
い
な
い
、

万
が
一
に
備
え
た
人
員
の
配
置

を
す
べ
き
と
思
う
が
。

屋
外
の
施
設
で
は
保
護
者
と
の

利
用
を
原
則
と
し
て
い
る
、
常

時
屋
外
施
設
な
ど
に
ス
タ
ッ
フ
を
配
置

す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　
指
定
管
理
者
に
は
開
園
前
、
閉
園
後

の
安
全
確
保
の
見
回
り
を
お
願
い
し
て

い
る
。

答 鳥
海
山 

木
の
お
も
ち
ゃ
館

　
　
　
　
　
　
　に
つ
い
て

移
動
困
難
者
の
対
応
は
。

実
施
し
て
い
る
無
料
送
迎
バ
ス

の
運
行
に
つ
い
て
は
運
行
路
線

の
変
更
や
範
囲
拡
大
を
検
討
し
、
移
動

期
日
前
投
票
所
に
つ
い
て
は
移
動
市
役

所
の
車
両
を
活
用
で
き
な
い
か
検
討
す

る
。 問答 投

票
行
動
の
環
境
整
備
を

甫仮貴子
（高志会）

小松浩一
（高志会）

中
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
つ
い
て
は
競
技

者
育
成
の
観
点
か
ら
も
多
面
的
に
中

体
連
と
も
協
議
し
て
い
く
。

腐食の進んだダグアウト



■教育委員会教育長（任期：３年）
秋山　正毅　氏（再任）矢島地域川辺

■教育委員会委員（任期：４年）

佐藤　美帆　氏（新任）由利地域東鮎川
■固定資産評価審査委員会委員（任期：３年）

澤田　宣夫　氏（再任）本荘地域石脇
斎藤　弘隆　氏（再任）本荘地域一番堰
遠藤　　晃　氏（新任）東由利地域法内

■小友財産区管理委員（任期：４年）

鈴木　久夫　氏（再任）万願寺
鈴木　政雄　氏（新任）万願寺
藤本　善宣　氏（新任）荒町
岡本　善広　氏（再任）二十六木
佐々木貞次　氏（新任）館前
嵯峨　義秀　氏（新任）金山
鎌田　栄一　氏（新任）南ノ股

■農業委員会委員（任期：３年）

佐々木純一　氏（再任）本荘地域赤田
板垣　利明　氏（新任）本荘地域滝ノ沢
菅原　文克　氏（再任）本荘地域大沢
冨樫　公一　氏（再任）本荘地域薬師堂
大瀧　浪雄　氏（再任）本荘地域芦川
畑山留美子　氏（再任）矢島地域七日町
佐藤　榮一　氏（新任）矢島地域新荘
豊島　靖喜　氏（新任）矢島地域元町
吉尾　麻美　氏（再任）岩城地域滝俣
佐藤　喜勝　氏（再任）岩城地域道川
巴　　　寛　氏（新任）由利地域町村
庄司　和夫　氏（再任）由利地域飯沢
伊藤　　剛　氏（再任）由利地域山本
伊藤　直子　氏（再任）大内地域岩谷町
佐々木　亨　氏（再任）大内地域加賀沢
佐々木　剛　氏（新任）大内地域小栗山
加藤　三敏　氏（再任）大内地域中俣
三浦　幸夫　氏（新任）大内地域大内三川
小野　晃一　氏（再任）東由利地域舘合
小松　　健　氏（再任）東由利地域老方
齋藤　　誠　氏（再任）西目地域西目
真坂　和都　氏（新任）鳥海地域猿倉
佐藤　源樹　氏（再任）鳥海地域上笹子
佐藤　　崇　氏（再任）鳥海地域栗沢
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一般質問とは、議員が行う市政全般についての質問です。

すべての質問項目は次のとおりです。（内容を掲載してい

る項目番号には、○をつけています。）一般質問一般質問
こ
こ
が

聞
き
た
い

7P 佐々木隆一（日本共産党）
１．核兵器廃絶へ向けて
２．地震対策は万全に
３．自衛官募集の名簿提供は中止すべき
４．障がい者６５才問題について要望・意見

などないか
５．国保の現況と財政状況などについて
６．高校生までの医療費助成のペナルティ廃止

について
７．教育振興について

4P 高橋信雄（高志会）
１．インフラ、特に橋の管理計画について
２．ＣＯ2削減の貢献策と規制について
３．投票率の向上と投票所の削減について
４．高齢者ふれあい安心電話の有料化について
５．高校生への行政参加と主権者教育につい

て、議会の取り組みから

5P 甫仮貴子（高志会）
１．スポーツ立市宣言のまちとして
２．公衆トイレの在り方について
３．介護・福祉の更なる充実を

5P 小松浩一（高志会）
１．本市におけるまちづくり構想について
２．プラスチック資源循環の取り組みについて
３．本市における敬老会の運営等について
４．現在及び今後の学校教育の諸課題について

6P 正木修一（サキホコレ）
１．本市が目指す地域計画について
２．由利本荘市ゼロカーボンシティの取り組み

について
３．津波災害警戒区域の指定について
４．敬老会の開催について
５．道の駅駐車場の安全管理について
６．教職員の長時間勤務の実態について
７．新型コロナウイルス５類感染症移行後の

対応について
８．部活動の地域移行について

6P 吉田朋子（高志会）
１．高齢化社会に向けて
２．パートナーシップ・ファミリーシップ制度導入
３．帯状疱疹ワクチン接種費助成
４．文化交流館カダーレ駐車場に防犯カメラ設置
５．ボートプラザアクアパル内にあるミュージ

アム等のリニューアル予定は

6月定例会6月定例会

高橋信雄
（高志会）

石
油
資
源
開
発
株
式
会
社
が
本

市
に
所
有
す
る
由
利
原
・
鮎
川

油
ガ
ス
田

を
利
用
し

た
Ｃ
Ｃ
Ｓ

事
業
に
つ

い
て
現
時

点
で
は
具

体
的
な
検

討
は
行
っ

て
い
な
い

と
伺
っ
て

い
る
。

答

健
全
性
調
査
で
老
朽
化
し
た
問

題
の
橋
は
い
く
つ
あ
る
か
。廃
止
、

建
て
替
え
、
使
用
中
止
、
撤
去
の
判
断

は
ど
の
よ
う
に
行
い
、
そ
の
手
順
は
。

市
が
管
理
す
る
９
０
１
の
橋
に

つ
い
て
国
交
省
策
定
の
「
道
路

橋
定
期
点
検
要
領
」
に
基
づ
き
点
検
を

実
施
、健
全
性
を
４
段
階
に
分
類
、「
健

全
」
な
橋
が
２
１
６
、「
予
防
保
全
段

階
」
の
橋
が
５
５
２
、
早
期
に
監
視
や

対
策
を
行
う
必
要
が
あ
る
「
早
期
措
置

段
階
」
の
橋
が
１
３
２
、
緊
急
に
通
行

止
め
な
ど
の
対
策
を
行
う
必
要
が
あ
る

「
緊
急
措
置
段
階
」の
橋
が
１
つ
で
あ
る
。

　「
早
期
措
置
段
階
」に
あ
る
橋
で
あ
っ

て
も
廃
止
、
撤
去
と
な
る
ケ
ー
ス
と
し

て
は
、
近
隣
に
迂
回
路
と
な
る
橋
が
あ

り
、
集
約
で
き
る
場
合
や
河
道
断
面
を

確
保
す
る
た
め
に
、
河
川
管
理
者
か
ら

撤
去
を
命
じ
ら
れ
る
場
合
な
ど
が
あ
る
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
廃
止
、
撤
去
が
決
定

し
た
橋
は
１
つ
で
あ
る
。

問答 橋
の
管
理
計
画
は

Ｃ
Ｃ
Ｓ
事
業
へ
の
ガ
ス
田
利
用

は
。

問

7P 大友孝徳（市民の窓口）
１．公共交通の現状分析と本市の未来像

２．本市でも「かわまちづくり」を

３．クラウドファンディング型ふるさと納税で

市民の願いをかなえましょう

8P 阿部十全（無所属）
１．鳥海山 木のおもちゃ館について

２．風力発電について

8P 小川幾代（立憲民主党）
１．フィルムコミッション事業実施の必要性に

ついて

２．アウトソーシングの今後について

３．通学時の安全確保とバス運賃補助について

４．投票所までの移動手段と投票用紙記入方

法の検討について

５．投票日の投票時間短縮について

C
O
削
減
の
C
C
S

　
　（
地
下
地
層
貯
留
）
は

2

人　事　案　件

◆鳥海ダム建設事業に伴う市道百宅線付替工事
　委託契約（５号橋下部工）の締結
　契約金額：１億８７７５万５７００円
　契約の相手方：国土交通省　東北地方整備局長　山本巧
◆新山小学校改築機械設備工事（第Ⅱ期）請負契約の締結
　契約金額：２億７２２５万円
　契約の相手方：三共施設・山二施設特定建設工事共同企業体
◆新山小学校改築電気設備工事（第Ⅱ期）請負契約の締結
　契約金額：１億７９３０万円
　契約の相手方：本荘電気・仁賀保電機特定建設工事共同企業体

契約案件（主なもの）

不 採 択

○陳情第７号
　庁舎内における職員への政党機関紙の勧誘・配達・集金を
　自粛するよう由利本荘市に対応を求める陳情

小池　恵
○陳情第９号
　適格請求書等保存方式（インボイス制度）の延期・見直し
　を国に求める意見書提出についての陳情

インボイス制度を考えるフリーランスの会　代表　阿部　伸

継続審査

○陳情第８号
　動物の愛護及び管理に関する法律の目的実現のため、猫
　の不妊去勢手術費用の一部を補助する制度設立を由利本荘
　市に求める陳情

市民が飼い主のいない猫を増やさない努力をする会　齊藤　良子

採　　択

○請願第２号
　地方財政の充実・強化を求める意見書提出についての請願

連合秋田本荘地域協議会　議長　佐藤　武彦
紹介議員　小川　幾代

請願・陳情結果

●委員会発案第３号
　地方財政の充実・強化を求める意見書の提出について

委 員 会 発 案

●由利本荘市岩城教育文化等人材育成基金
　条例の制定について
●由利本荘市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を
　改正する条例案

条　例　関　係

可決

可決

可決

意見書
提出

衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣
総務大臣　財務大臣　厚生労働大臣
農林水産大臣　国土交通大臣　デジタル大臣
内閣府特命担当大臣（少子化対策  男女共同参画）

※陳情第9号：適格請求書等保存方式（インボイス制度）の延期・見直しを国に求める意見書提出についての陳情
※伊藤順男議長は、採決に加わりません。　※採決で賛否が分かれた案件を掲載しています。　※共産党：日本共産党　立民党：立憲民主党

議案表決結果一覧表議案表決結果一覧表
共
産
党

公
明
党

立
民
党

無
所
属

無
所
属

表
決
数

議

　決

　結

　果

高　志　会 市民の窓口サキホコレ
会派・
議員名

案件名

不採択

反

　
　
　対

賛

　
　
　成

伊
藤

　順
男

阿
部

　十
全

小
川

　幾
代

佐
藤

　正
人

佐
々
木
隆
一

松
本

　
　学

大
友

　孝
徳

正
木

　修
一

三
浦

　
　晃

渡
部

　聖
一

髙
橋

　和
子

佐
藤

　義
之

佐
藤

　健
司

高
橋

　信
雄

堀
井
新
太
郎

甫
仮

　貴
子

三
浦

　秀
雄

泉
谷

　赳
馬

小
松

　浩
一

吉
田

　朋
子

長
沼

　久
利

－×○×○○○××××××××××××××陳情第９号 １６４

○：賛成　×：反対　欠：欠席

同意

６月定例会では、
９人の議員が質問に立ちました。
本定例会よりYouTube配信をはじめました。
QRコードよりご覧になれます。
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　本市の政務活動費は、会派や議員が行う調査研究などの活動に充てることができ、令和４年４月～令和５年３月

は月額１５,０００円を交付したもので、交付に当たっては収支報告書の提出が義務付けられています。

　※議会のホームページでも政務活動費の収支報告を掲載しています。

会派名・議員名

高

　
志

　
会

立
憲
民
主
・
き
ず
な

サ
キ
ホ
コ
レ

市
民
の
窓
口

日
本
共
産
党

公

　
明

　
党

立
憲
民
主
党

伊
藤
順
男
議
員

阿
部
十
全
議
員

合計

2,160,000

2,160,000

481,562

21,000

489,803

323,356

205,793

1,521,514

638,486

405,000

405,000

26,400

50,000

155,126

7,040

21,263

1,100

260,929

144,071

360,000

360,000

26,400

386,229

412,629

0

360,000

360,000

26,400

14,000

325,116

5,733

371,249

0

180,000

180,000

273,385

273,385

0

180,000

180,000

7,000

158,015

15,200

180,215

0

45,000

45,000

44,980

26,900

26,030

97,910

0

180,000

180,000

13,200

7,000

76,782

46,210

143,192

36,808

45,000

45,000

0

45,000

3,915,000

3,915,000

618,942

125,900

1,787,674

7,040

0

0

442,334

279,133

0

0

3,261,023

864,365

調査研究費

研修費

広報費

広聴費

要望・陳情活動費

会議費

資料作成費

資料購入費

人件費

事務所費

残　　額

計

計

収 

入

支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　出

由利本荘市政務活動費交付金の執行状況（令和４年４月～令和５年３月分） （単位：円）

※議員の辞任や会派の解散などにより、立憲民主・きずなへは3人×9カ月分（令和4年4月から令和4年12月分）、立憲民主党へは1人×3カ月
　分（令和5年1月から令和5年3月分）、阿部十全議員へは3カ月分（令和5年1月から令和5年3月分）の交付となっております。
※残額分は市に返還し、交付額を超える支出については、各会派および議員が負担しています。

交付金
(１人月額１５,０００円交付)

温泉施設等利用促進事業

問 　どのような内容か。

答

　日帰りの温泉利用者に、２００円のクーポン

券を配布します。 産

　電気料および燃料などの物価高騰により、
経営が圧迫されている温泉施設を支援するこ
とを目的として、日帰りの温泉利用者１人に
つき１枚２００円の共通クーポン券を配布し、
市内の温泉施設の利用促進を図る。
　市内１４の温泉施設を対象とし、クーポン
券は１４施設共通で、温泉のほかに食堂や売
店でも使用できる。１０万枚を配布し、事業
費計２１１８万１千円である。

政務活動費の収支を報告します

岩城総合交流ターミナル修繕

問 　修繕の内容は。

答 　経年劣化によって不具合が生じている加工
体験室空調機器、プレハブ冷蔵庫、エレベー
ター、ダムウェーター、コテージ屋根を修繕
する。修繕料は合計１０６４万６千円である。

　施設内の機器などを修繕します。 産

道の駅岩城に隣接する岩城総合交流ターミナル

大雨による災害復旧

問 　どのような災害か。

答 　２４時間雨量・最大９２ミリを記録した大雨
により、法面崩落や路肩崩落などの被害が生
じた計１７カ所の被災箇所を復旧する。
　重機借上料と原材料費合わせて１４１０万円
の復旧費用を計上し、公共土木施設災害復旧
事業債を活用する。
　（本荘地区：３カ所、矢島地区：１カ所、
岩城地区：２カ所、由利地区：４カ所、大内
地区：３カ所、東由利地区：１カ所、西目地区：
１カ所、鳥海地区：２カ所）

　５月６日からの大雨による被災箇所を復旧します。

産

本荘地区小屋川の法面崩落

　森林・林業・林産業活性化推進議員連盟では、本市における森林・林業・林産業政策の充実を求めるとともに、
林業を再生し新たな農山村のビジネスモデルとなることを目的に研修などを実施しています。
　今回の研修では、講師に秋田県森林組合連合会代表理事会長の佐藤重芳氏をお迎えし、「人と環境における森
林の価値　～山の循環を取り戻せ～」と題し、講話をいただきました。佐藤氏は長きにわたり林業に精通しておられ、
令和元年春には林業業界功労者として旭日中綬章を受章されました。
　佐藤氏の講話では、森林の自然のダムとしての役割や、CO₂の吸収力な
ど山の持つ多面的な機能についてお話しいただき、その機能を最大限に
活用しなければならないと結論づけました。また、令和元年度より施行さ
れた森林環境譲与税制度について、秋田県での見通しや活用についてもお
話しいただきました。
　本市は、面積の７５％を森林で占めており、今後どのようにして森林や森
林環境譲与税を活用していくべきか、深く考えさせられた研修となりました。

森林・林業・林産業活性化推進議員連盟森林・林業・林産業活性化推進議員連盟活動報告

令和５年６月９日

令和４年度

子育て応援券の実施

問 　申請や手続きは。

答 　４月１日現在、本市に在住する方に発送す
る予定。申請手続きは不要であり、課税・非
課税世帯を問わない。７月下旬より順次発送
する。

　１８才未満の子供に対して生活応援券を発行

します。 教

移動市役所事業

問 　目的や内容は。

答 　オンラインによる遠隔相談や証明書発行機
能などを搭載した車両を活用し、移動手段の
確保などが困難な市民の利便性を図る。
　訪問日程については、広報およびチラシで
周知している。

　国の補助事業を活用して移動市役所を稼働し

ます。 教

移動市役所で活用している車両
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５日

１３日

１９日

２４日

３日

５日

１０日

１６日

９日

１０日

１２日

１４日

民生児童委員協議会総会

東北市議会議長会定期総会（仙台市）～１４日

秋田由利牛振興協議会総会

由利本荘市地域農業再生協議会総会

丸亀お城まつり（香川県）

佐久鯉まつり開会式（長野県）

地域高規格道路本荘・大曲道路整備促進期成同盟会通常総会

東北日本海沿岸市町村議会協議会総会

本荘地域町内会長協議会定期総会

東京地区大内会定期総会（東京都）

市と市議会との合同要望（県内）

全国市議会議長会定期総会（東京都）

議長公務（主なもの）議長公務（主なもの）

議会日誌議会日誌
 ４日

１１日

２０日

２５日

１８日

１９日

２６日

１日

５日

６日

９日

１３日

１６日

２３日

３０日

４月

５月

６月

４月

５月

６月

議会報編集特別委員会

議会報編集特別委員会

「市民と語る会」全体会

議会運営委員会

当局との連絡会議

沖縄県うるま市議会行政視察来訪

議会運営委員会　　　　

本会議（開会）

本会議（一般質問）１日・２日・５日

議会運営委員会

会派代表者会議

委員会（議案審査）～８日

森林・林業・林産業活性化推進議員連盟研修会

「市民と語る会」実行委員会

本会議（閉会）

議会運営委員会

会派代表者会議

議会報編集特別委員会

議会運営委員会

６
月

定

例

会

（４／１～６／３０）

議会だよりをちいき本棚で！ 
由利本荘市議会だよりは、過去のものを含め、

「SideBooks」のちいき本棚でご覧いただけます。

 https://cccc.backshelf.jp/

市議会カレンダー
● ９月定例会の予定 ●

８／１３１４ １９

２０ ２５２１ ２７２６

２７ ２８

４

２３１ ９／１３０

２６

１７ １８ ２０ ２１ ２３

９

１０

３

１４ １６１５

月 火 水 木 金 土

本会議
（開会）

議会の予定は変更になる場合があります。
詳細は議会事務局までお問い合わせください。（ＴＥＬ２４－６３８６）

日

１７１６１５

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

５ ６ ７ ８

１８

　８月１８日（金）
正午までに受理する
請願・陳情を審議
する予定です

常任委員会
決算審査
特別委員会

決算審査
特別委員会

１９

２９

常任委員会
決算審査
特別委員会

本会議
（閉会）

２２

１１
常任委員会
決算審査
特別委員会

１２

本会議
（一般質問）
決算審査
特別委員会

　６月定例会が、令和５年５月２６日から６月１３日までの１９日間の日程で開催され、専決処分報告９件、
人事案件３０件、条例関係２件、契約案件６件、その他２件、補正予算案１１件の市提出案件６０件すべて
が、原案のとおり可決されました。
　また、請願１件は採択、陳情３件のうち、１件は継続審査、２件は不採択とされました。
　委員会発案１件についても原案のとおり可決されました。

６月定例会

議案の中からピックアップ

災害対応特殊救急自動車の
購入契約を締結

問 　災害対応特殊救急自動車とはどのようなも

のか。

答 　災害時の緊急救助に対応できる設備を備え
た救急自動車である。市内には他に鳥海、西目
に各１台配備されている。

　災害対応特殊救急自動車を東由利救急に配備

します。 総

デジタル田園都市国家構想
交付金事業を推進

問 　どのような事業が展開されるのか。

答 　「移動市役所推進事業」「マイナンバーカー
ド図書館利用事業」「書かないワンストップ窓
口導入事業」など５つの事業について、各事
業の所管課において事業展開を行っていく。
　「移動市役所」は５月よりサービスを開始し、
「マイナンバーカード図書館利用事業」につい
ては、７月からサービスを開始予定である。

　１億３２８２万円を歳入予算に計上し、デジタル
を活用した地域課題の解決や魅力向上に向けた
取り組みを進めます。 総

総 … 総務常任委員会 教 … 教育民生常任委員会 産 … 産業建設常任委員会

文中の記号は次のとおり所管委員会を表しているものです。

議長公務・交際費の詳細につきましては、市ホームページをご覧ください。

慶祝、協賛など

弔　　　事

４月 ５月 ６月

20,000円
（1件）

107,262円
（14件）

41,040円
（7件）

36,500円
（1件）

0円
（0件）

0円
（0件）

議長交際費議長交際費

保育対策総合支援事業

問 　実施施設と内容は。

答 　実施意向があったカトリックこども園に補助
する。
　園児の入退園時の非接触での確認や、各児
童の記録作成をサポートするシステムである。
１００万円の事業に国が５０万円、市が２５万
円の補助を行う。

　ＩＣＴ化推進事業において今年度実施意向の

こども園を補助します。 教

　本会議でどんなことがどのように話し合われてい

るのか、様々な手段で知ることができます。皆さ

んの暮らしに直結していることばかりです。

　ぜひご覧ください。

議会を見よう！知ろう！

▶ 次の定例会は８／２9～９／２２ ◀

★議会を傍聴！ライブで！
★会議録で読む

★ケーブルテレビで生中継

★由利本荘市議会YouTubeチャンネル
　でライブ配信

由利本荘市議会YouTube
チャンネルはこちら→

小型動力ポンプ付軽積載車の
購入契約を締結

問 　どこに配備されるのか。

答 　本荘分団第４部第４班（雪車町）、矢島分
団第５部第１班（新荘）、矢島分団第６部第１
班（川辺）、東由利分団第２部第１班（舘合）、
東由利分団第５部第３班（宿）に配備される。

　小型動力ポンプ付軽積載車５台を購入し、配備

します。 総

各班に配備される同型の小型動力ポンプ付軽積載車

災害対応特殊救急自動車の内部

決算審査
特別委員会

１３
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６月定例会
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子
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し
な
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ら
感
じ
る
こ
と

の住んでいる東由利では、四季を通してたく

さんの地域行事が行われています。今年の

ゴールデンウィークには、４年ぶりに黄桜マラソン

が開催されました。私はボランティアとして、参加

者に受付を呼びかけました。その日はあいにくの天

気でしたが、思った以上に参加者がいて、また地域

の人だけでなく県外からの参加者も多く驚きまし

た。いろいろな人が東由利のイベントを知ってくれ

ていて嬉しかったです。

　また、参加した方が「東由利の美しい春の訪れを

感じながら走ることができた」と言っているのを聞

いて、さらに嬉しくなりました。

　これからもたくさんの人に東由利の美しい自然を

楽しんでもらえるように、地域行事に貢献したいと

思います。

が西目で好きだと思うところは、地域の人がい

つも元気に「いってらっしゃい」「おかえり」な

どの言葉を言ってくれるところです。あいさつと一緒

に「がんばって」と励ましの言葉をかけてくれること

もあり、朝からとても元気をもらいます。それに、い

つも私たちを見守ってくれています。

　ある雨の日、シーガルに見学に行ったとき、びしょ

びしょになってしまった私たちを見て、シーガルの

方々がバスで学校まで送ってくれました。みんなでお

礼を言ったら「いいえ。どうぞ気を付けて帰ってくだ

さい」と言ってくれてとってもうれしかったです。私

は「こんな優しい人になりたい」と思いました。

　西目に暮らしていると、私はいろんな人から支えら

れているなあと感じます。思いやりや優しさのあふれ

るこの地域が私の自慢です。小学生の私も、自分から

進んであいさつしたいです。そして、大人になったら、

みんなで支え合う地域を作りたいと思います。

愛 ＬＯＶＥ
アイ ラブ

ゆりほんじょう
vol.３１

私 私

みんなで支え合うまち黄桜マラソンのボランティアに参加して

西目小学校 ５年

さん川井 茉結

東由利中学校 ２年
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　「
私
も
議
員
に
な
っ
て
み
た
い
」

高
校
生
と
語
る
会
に
参
加
し
た
女

子
生
徒
か
ら
出
た
言
葉
で
す
。

　
地
域
の
課
題
や
活
性
化
に
つ
い

て
、「
思
い
付
き
で
い
い
か
ら
頭
に

浮
か
ん
だ
ワ
ー
ド
を
出
し
て
み
よ

う
！
」
付
箋
に
書
い
て
出
し
合
う
。

こ
れ
が
実
に
楽
し
い
。

　
若
者
の
政
治
離
れ
の
要
因
は
、

政
治
が
自
分
と
懸
け
離
れ
た
も
の

だ
と
思
い
込
ん
で
い
る
か
ら
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
若
者
と
一
緒
に

な
っ
て
、
課
題
を
共
有
し
、
解
決

の
た
め
に
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
う
。

そ
ん
な
議
会
で
あ
り
た
い
も
の
で

す
。
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